
敦賀まちづくり協議会幹事会 開催結果

第３回 幹事会 令和６年８月２１日

【出席委員】 計６名（欠席１名）
委員⾧：刀根荘兵衛（敦賀商工会議所副会⾧）
委員：堤宗和（敦賀市副市⾧）、姫川祐一（福井県新幹線・交通まちづくり局⾧）

奥井純子商業エリア分科会⾧（敦賀商工会議所専務理事）
川本義海敦賀駅分科会分科会⾧（福井大学学術研究院工学系部門教授）
中村紀明氣比の杜分科会⾧（氣比神宮氏子総代）

【議事内容】
（１）北陸新幹線敦賀開業後の状況について
（３）新たなまちづくり会社について

（２）アクションプログラム策定について
（４）金ヶ崎プロジェクトについて（報告）

【主な意見等】
（１）・シェアサイクルの増加率が大きいが、駅から目的地までの利用状況がわかるデータがあると分析

に役立つ
・開業前後での売上の推移を知るために、年に一回景気動向調査ができると良い
・新幹線だけでなく、関西圏から車で来る人もいるので、敦賀までどう繋いでいくのかということ
も大事

（２）・モニュメントを活用する等、観光客に商店街を歩いて市街地に誘うのかが大事であり、ソフト
事業を盛り込んでいくのが良い

・エリアビジョン策定を待つことなく、例えば神楽門前町魅力アッププランの事業で他の商店街で
も出来そうな事業を取り入れたり、出来るところから取り組んでいくと良い

・各商店街の特徴を活かして、駅からずっと歩いてもらえるような形で事業をまとめられると良い
・既に取り組んでいる事業については進捗状況を資料に記載しておくと良い

（３）・観光とまちづくりをワンストップで出来る体制を構築できると良い
・まずは事務の共同処理ができる体制から一体化に向けて取り組んでいけれると良い
・新まちづくり会社が設立されれば人員増強もあり得る
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敦賀まちづくり協議会分科会 開催結果①

第２回 商業エリア分科会 令和６年７月８日

【出席委員】 計７名
分科会⾧：奥井純子（敦賀商工会議所専務理事）
副分科会⾧：若杉実（港都つるが㈱常務取締役）
委員：河藤正樹（敦賀駅前商店街代表理事）、小坂正徳（本町１丁目商店街代表理事）

渡辺晃（本町２丁目商店街代表理事）、赤坂敬造（相生商店街代表理事）
中道尚子（神楽町１丁目商店街中山代表理事代理）

【議題内容】
 各商店街の特徴・ターゲット 特徴を活かした取組の方向性
 検討の方向性とプロジェクト(案) ※全国中心市街地における取組事例紹介
 中心市街地のゾーニング(案)
【主な意見等】
• 本町１丁目商店街では福井大学や南小学校との連携やグリーンカーテンに取り組んでいるので、プロジェクトに
組み入れてほしい

• 屋台ラーメンはプレーヤーを育成していくことが大きな検討課題
• 氣比神宮の参道から商店街に人を流す仕掛けがまだ不足しているため、努力しないといけない
• クルーズ船寄港時に外国人客が写真を撮るスポットが複数箇所あると良い
• 相生通りから港を向いた時に船などが見えると良い
• モニュメントの活用として駅前～本町商店街ではライトアップに向けて計画を進めているが、設置経緯などが分か
るものが置かれていると良い

• 本町１，２丁目、相生商店街に敦賀を紹介できるようなスペースがあると、そこを拠点に人が回遊するので積極的
に事業化できないか

• 空き物件情報（個別の事情等）について、不動産会社と商店街との共有は個人情報の観点から難しいが、マッチン
グのためにももう少し踏み込むことが大事

• 住宅兼店舗の賃貸は、居住者に迷惑がかからないような配慮が必要
• 青森県八戸市のように、商店街で朝市的なものができると面白い
• ＡＲやＱＲコードを活用して、アーケードを楽しく歩いてもらえる仕掛けができると良い
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【相生町商店街】
・空きビル等を活用した学生向
けシェアハウスの整備

・アーケード照明のLED化整備
・仮に敦賀商工会館を移設する
場合、立地場所や適切な規
模・機能について調査・検討

・会館跡地は、商店街振興に
資する整備を検討

【神楽町１丁目商店街】
・神楽門前町魅力アッププラン
に基づく活性化施策を推進

・神楽通り（２車線化）の再整
備

【本町１丁目商店街】
・空きビル等を活用した学生向
けシェアハウスの整備

・アーケード照明のLED化整備
・市街地の活性化に資する原電
駐車場の利活用を検討

・歩行者の利便に資するウォー
カブル空間の整備を検討

・エリアビジョンを策定

【本町２丁目商店街】
・空きビル等を活用した学生向
けシェアハウスの整備

・「屋台ラーメン街道」の復活
に向けて、プレーヤーの育成、
インフラ整備を推進

・空き店舗を活用した「アート
と交流」をテーマとした
コミュニティスペースの整備

・エリアビジョンを策定

【敦賀駅前商店街】
・商店街活性化プランを策定
・モニュメントの活用

【全エリア】
・土地所有者等の利用意向を把
握し、紹介可能な物件情報を
集約・発信

・テナントの入居者を全国公募
・まちづくりファンドを活用し、
店舗誘致を促進

・港都つるが㈱を「都市再生推
進法人」に指定

・訪日外国人旅行客の受入環境
の強化

【博物館通り・舟溜りエリア】
・歴史的、文化的資産を活用し
金ヶ崎エリアへの誘導を促進

敦賀まちづくり協議会分科会 開催結果①
中心市街地の各商店街の事業内容 敦賀駅から氣比神宮、敦賀港までの動線の魅力向上
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敦賀まちづくり協議会分科会 開催結果②

第２回 敦賀駅分科会 令和６年８月２８日

【出席委員】 計７名
分科会⾧：川本義海（福井大学学術研究院工学系部門教授）
副分科会⾧：河藤正樹（敦賀駅前商店街代表理事）
委員：木戸守（福井鉄道㈱嶺南営業所⾧）、上島豊敏（西日本旅客鉄道㈱敦賀駅⾧）

土田敦隼（ハピラインふくい総務企画部企画課主任）、荒川祐太郎（丸善雄松堂㈱）
坪内千春（(一社)福井県タクシー協会嶺南支部敦賀分会）

【議題内容】
 アクションプログラム（案）

【主な意見等】
• 敦賀駅停車場線のバス・貨物駐車枠に一般車の⾧時間駐車が減るよう、乗用車駐車禁止の看板を設置し
てほしい

• 市民交通ゾーンの整理にあたり、警備員の育成も必要だが、バスの停車スペースを一般車両用に利用で
きるようになると良い

• ハピラインの利用は通勤通学よりも非日常利用が多いことから、ハピラインでも広域観光案内所の設置
を検討してほしい

• 敦賀駅から下りた際にバスの利用が分かりにくいので検討が必要
• 市営駐車場の周知の面で、ちえなみき来館者に対し、市営駐車場案内図で案内することも可能
• バイクの駐車スペースがわからず市民交通ゾーンに駐車するケースが多いので対策が必要
• バス停の表記がわかりにくい。平日の観光客に対応したバスの運行をしてはどうか
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敦賀まちづくり協議会分科会 開催結果②

・駅東口駐車場含む駅周辺駐車
場の包括管理

・白銀駐車場含む駅周辺駐車
場の包括管理

敦賀駅周辺の事業内容 敦賀の玄関口における交通結節機能と賑わい機能

・鉄道・運輸機構跡地の
駐車場整備

【全エリア】
・主要駐車場の情報発信
・シェアサイクル、バス路線の
最適化

・商店街まち巡りクーポンの
発行

・空き店舗を活用したホテル
宿泊者ラウンジの整備

・otta、ホテル、商店街連携
イベントの開催

・市民交通ゾーンの整理
・敦賀駅を起点とした嶺南
観光ルート案内の強化

・駅前北側エリアのアンケート
調査



敦賀まちづくり協議会分科会 開催結果③

第２回 氣比の杜分科会 令和６年７月１日

【出席委員】 計７名
分科会⾧：中村紀明（氣比神宮氏子総代）
副分科会⾧：仲村雅美（敦賀市区⾧連合会北地区区⾧）
委員：増田一司（敦賀商工会議所）、尾崎寛之（港都つるが㈱企画営業課⾧）

中野拓郎（敦賀市文化振興課）、浅妻幸雄（敦賀市文化協会事務局⾧）
オブザーバー：桑原宏明（氣比神宮宮司）
【議題内容】
 検討の方向性とプロジェクト(案) ※文教地区・エリアの全国的事例紹介
 跡地活用のエリア分け(案)
 土地所有状況、北地区市営住宅の状況及び空き家状況等について
【主な意見等】
• 西公民館の移転に伴い、文化協会も移転しなければならないため、出来れば旧北小学校に移転したい。
校舎をリノベーションするのではなく今のままでも利用したい

• 北小学校校舎部分は境内の外になるが、文化的な施設の整備が望ましい
• 校舎部分は商業施設などが立地できない文教エリアとしての位置づけに賛成する
• 税務署跡地は氣比神宮の景観にとって重要な場所なので、一体として考えてほしい
• 文教エリアの機能は、いまある校舎を活用した上で検討すると良い
• 北公民館も含めて検討してほしい
• 国道８号沿いに観光バスの乗降スペースがあると良い
• 校舎や体育館などは維持費をかけずに使用する部分は残しつつ、それ以外は解体するのもよい。文教的
施設にするとなると解体も必要になるが、進めるなら徹底的に行うべき。周りに溶け込むような形で公
民館を整備してほしい
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・公園的な整備を検討
（参道の復活）

・天筒山の借景保全
・緑豊かな景観創出

・複合的な施設の整備
（文化機能、地域交流機
能・防災機能）

・武道館の移転
・跡地は氣比神宮西側駐車場
に活用（氣比神宮所有地）ｙ

跡地活用のエリア分け（案） 氣比神宮周辺エリアを『文教エリア』として位置づけ

敦賀まちづくり協議会分科会 開催結果③

・検討エリアの拡大を検討
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敦賀まちづくり協議会分科会 開催結果④

第２回 交流拡大分科会 令和６年７月２２日

【出席委員】 計６名（欠席２名）
分科会⾧： 池田裕太郎（敦賀観光協会会⾧）
副分科会⾧： 筒井二朗（福井県インバウンドアドバイザー）
委員：大道哲平（㈱マップトラベル代表取締役）、冨田友佳（ホテルグランビナリオTSURUGA総支配人）

西島由佳里（神楽町１丁目商店街）
オブザーバー：橋本貴史（敦賀観光協会事務局⾧代理）

【議事内容】
 クルーズ船対応報告
 事業内容の具体的な取組内容

 検討の方向性とプロジェクト(案)

【主な意見等】
• ダイヤモンドプリンセス寄港時に氣比神宮から商店街に流れてくる外国人が多かった
• 外国人がどのイベントに一番足を止められていたのかが知りたい
• 一般的な商品でない物の英語表記が難しく相談できるところがない
• 外国人観光客に向けたインフォメーションが街中に必要。そういう意味で困っている人を繋ぐ場所があ
ると良い

• 敦賀にきた外国人に市内を回遊していただくための情報発信だけでなく、宿泊施設の情報も重要
• 国籍に関係なく、英語などを表記することが必要
• 観光資源の磨き上げで一番大事なことは敦賀でしかできない、食べられないことなど
• 他の場所でしていないチャレンジを敦賀でしてみる等、試行錯誤を続けることが必要
• 敦賀単体での外国人客向けプロモーションには限界があるため、広域的な視点に力を入れていくことが
必要

• 訪日外国人が集まっている場所やコミュニティなどに効果的に情報発信をしていく
• いかにＪＲパス購入者にアプローチするかという考え方も大事
• 敦賀美浜若狭、鉄道遺産なら滋賀敦賀南越前町のように、観光客にとっての選択肢を増やせれると良い
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アクションプログラム策定について

経済界と行政が一体となって、新幹線開業効果を最大化、持続化させるためのアクションプログラムを策定する。

・敦賀の港や鉄道、歴史・文化、食など、ポテンシャルの高いコンテンツを充実、連結させ、国内外から人を惹きつける場をつくる。
・まちなかに持続的な賑わいを生み出し、その効果を敦賀市内や嶺南地域全体に波及させる。

おおむね５年（Ｒ７～Ｒ１１）

世界と未来に開かれた選ばれるまち敦賀 ‐関心層、リピーターから“つるがファン”の獲得へ‐
・観光、商業、歴史や文化など、様々な敦賀の魅力を重ね、世界中から多くの人を呼び込むことで、関心層やリピーターから“つるがファン”を獲得する。
・“つるがファン”との交流を重ね、新たなまちづくりのプレーヤーを生み出し、未来に向かって発展し続けるまち敦賀を目指す。

趣 旨

策定の趣旨

目 的

計画期間

目指す姿（案）

“オールつるが”で敦賀のまちの魅力を高め、交流によるにぎわいを創生

基本方針

アクションプログラムの方向性

主なプロジェクト

商業エリア分科会
・ファンドを活用した店舗誘致
・テナント入居者の全国公募
・学生向けシェアハウスの整備
など

敦賀駅分科会
・立駐・白銀・駅東口駐車場の包括
管理

・otta、ホテル、商店街連携イベン
トの開催

・シェアサイクル、バス路線の最適
化 など

氣比の杜分科会
・複合施設の整備
・公園的な整備、参道の復活
・武道館の移転、跡地の整備
など

交流拡大分科会
・クルーズ船寄港時の実証実験
・受入環境の整備
・学生との連携によるインバウンド
誘客プランの具体化 など

金ケ崎エリア
・賑わい施設、鉄道公園等の整備、ＪＲ貨物用地の取得 など

港都つるが㈱および（一社）敦賀観光協会の一体化により、新まちづくり会社を設立し、敦賀市・会議所・県・地元と連携しながらプロジェクトを実行する。

アクションプログラムの推進体制
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原電駐車場の活用

・エリアビジョンの策定
・ウォーカブル空間の整備

新まちづくり会社の設立
※まちづくりと観光を一体的に推進

●その他（商業エリア）
・ファンドを活用した店舗誘致
・紹介可能な物件情報の集約
・テナント入居者の全国公募
・学生向けシェアハウスの整備
・商店街アーケード照明のLED化
・訪日外国人旅行客の受入環境強化

・商店街活性化プランの策定
・モニュメントの活用

・敦賀商工会議所の移転検討
・跡地の活用（氣比神宮等のバス駐車場等）

鉄道・運輸機構跡地の駐車場整備

（敦賀駅周辺）
・主要駐車場の情報発信
・シェアサイクル、バス路線の最適化
・商店街まち巡りクーポンの発行
・空き店舗を活用したホテル宿泊者ラウンジの整備

市民交通ゾーンの整理

敦賀駅を起点とした嶺南観光ルート案内の強化

駅前北側エリアのアンケート調査

白銀駐車場含む駅周辺駐車場の包括管理

駅東口駐車場含む駅周辺駐車場の包括管理

・神楽門前町魅力アッププランの実行
・神楽通りの再整備

・武道館の移転検討
・跡地の駐車場整備

・複合施設の整備
・公園的な整備
・参道の復活

クルーズ船寄港時の実証実験、アンケート実施

●その他（交流拡大）
・観光、飲食、土産、二次交通等の情報
の一元化、編集、発信

・インバウンド受入環境の整備
・観光資源の磨き上げ
・プロモーションの充実
・学生との連携によるインバウンド誘客
プランの具体化

北陸新幹線開業効果の最大化・持続化に向けたアクションプログラム 関連事業（案）

黄枠：商業エリア
青枠：敦賀駅
緑枠：氣比の杜
紫枠：交流拡大

歴史・文化的遺産の活用
（駅前～相生町商店街・博物館通りを繋ぐ）

otta、ホテル、商店街連携イベントの開催

・商店街を回遊する仕掛け
・氣比神宮や神楽商店街へのアクセス向上
（看板設置、駅でのパンフレット配布等）

・エリアビジョンの策定
・屋台ラーメン街道の復活
・アート交流スペースの整備

金ケ崎エリア
賑わい施設、鉄道公園等の整備

200室規模のホテル開業予定（R7夏頃）

〔地理院地図（国土地理院）を加工して掲載〕

資料２－３



事業内容 実施主体
現在の取組状況 実施期間

令和6年度 令和7年度～令和11年度

商業エリア分科会

ファンドを活用した店舗誘致
（参考：資料2-5）

敦賀市、福井県
商工会議所

敦賀まちづくり魅力UP応援補
助金による支援（R4年度～）
【実績】46件、うち21件新規

（R6.8.2時点）

 ファンド事業実施（申請者との調整、審査
会開催など）

紹介可能な物件情報の集約 まちづくり会社

空き店舗専用の情報サイト
「つるがマチナカ空き店ナ
ビ」を公開中（店舗数：10
件）

 物件所有者への意向調査
 不動産会社との調整
 専用情報サイトによる情報発信

テナント入居者の全国公募
まちづくり会社
商工会議所

神楽町１丁目商店街の出店案
内チラシ作成中
公募対象物件の掘り起こし
公募開始

 継続して公募

学生向けシェアハウスの整備 敦賀市

 整備内容の検討
 物件調査、物件所有者への意向調査
 設計、整備、供用開始
 国庫補助申請手続き

商店街アーケード照明のLED化 商店街、敦賀市
 商店街との調整
 LED化工事

訪日外国人旅行客の
受入環境強化

商店街、敦賀市

キャッシュレス等に対応する
整備を行う中小企業者に対し
費用の一部を補助
【実績】R6年度：1件（R3年
度から累計10件）

 免税カウンターやキャッシュレス対応等
 補助制度の周知

北陸新幹線開業効果の最大化・持続化に向けたアクションプログラム 事業（案） 資料２－４



事業内容 実施主体
現在の取組状況 実施期間

令和6年度 令和7年度～令和11年度

商業エリア分科会

敦賀商工会議所の移転 商工会議所、敦賀市
 移転先・機能の検討、方針決定
 関係者との調整
 商工会議所の移転

敦賀商工会議所の跡地整備 商工会議所、敦賀市
 整備内容の検討、方針決定
 関係者との調整
 商工会館の解体工事、跡地整備

北陸新幹線開業効果の最大化・持続化に向けたアクションプログラム 事業（案） 資料２－４



事業内容 実施主体
現在の取組状況 実施期間

令和6年度 令和7年度～令和11年度

商業エリア分科会

（神楽町１丁目商店街）

神楽門前町魅力アッププラン
の実行

まちづくり会社
商店街

歴史マニュアル作成、木札巡
り、朝の散策チラシ作成、
キッチンカー出店を行う予定
（市・県補助活用）

 計画の実行（商品開発、看板の設置等）

神楽通り（２車線化）の再整備 敦賀市、商店街

関係者定例会議を開催（月1
回）
商店街と市とで道路設計の協
議を実施、年度内設計予定

 ２車線化の空間整備工事、供用開始

（本町１丁目商店街）

本町１・２丁目エリアビジョン
の策定・実行

まちづくり会社
商店街

外部専門家を招いて会議開催
（月1回程度）
先進地視察研修や調査・情報
収集を行う予定
年度内にエリアビジョン策定
予定

 エリアビジョンの実行

ウォーカブル空間の整備
敦賀市
まちづくり会社
商店街、南地区

 R2年度の国道８号空間活用実証実験を踏
まえ、歩行者の利便に資するトイレの必
要性の検証

 候補地選定、関係者との調整等
 トイレのデザイン検討・整備

原電駐車場の活用
まちづくり会社
民間

 活用策の検討、原電との調整
 実証実験・課題抽出
 民間事業者への営業、駐車場活用

北陸新幹線開業効果の最大化・持続化に向けたアクションプログラム 事業（案） 資料２－４



事業内容 実施主体
現在の取組状況 実施期間

令和6年度 令和7年度～令和11年度

商業エリア分科会

（本町２丁目商店街）

本町１・２丁目エリアビジョン
の策定・実行

まちづくり会社
商店街

外部専門家を招いて会議開催
（月1回程度）
先進地視察研修や調査・情報
収集を行う予定
年度内にエリアビジョン策定
予定

 エリアビジョンの実行

屋台ラーメン街道の復活
まちづくり会社
商工会議所、敦賀市

福井県中華料理衛生協同組合
と連携し、国道８号空間にて
屋台ラーメン出店（市：道路
占用許可申請者）

 情報収集
 プレーヤーの発掘・育成（出店に係る支援

制度検討等）
 屋台ラーメン店の誘致・情報発信

アート交流スペースの整備
まちづくり会社
敦賀市

R3年度の国道８号空間活用実
証実験を踏まえ「アート」を
テーマとした交流スペースの
先進地情報収集

 R3年度の国道８号空間活用実証実験を踏
まえ「アート」をテーマとした交流ス
ペースの必要性の検証

 物件調査、関係者調整等
 交流スペースの整備

（敦賀駅前商店街）

駅前商店街活性化プラン
の策定・実行

まちづくり会社
商店街

 外部専門家を招いて商店街活性化プラン策
定に係る会議開催

 実態調査・情報収集・先進地視察研修
 商店街活性化プランの策定・実行

モニュメントの活用
まちづくり会社
商店街

北陸電力の技術支援やグラウ
ドファンディングを活用し、
モニュメント4体のライト
アップを実施

 モニュメントの活用検討・実施
 本町１・２丁目商店街との連携

北陸新幹線開業効果の最大化・持続化に向けたアクションプログラム 事業（案） 資料２－４



事業内容 実施主体
現在の取組状況 実施期間

令和6年度 令和7年度～令和11年度

敦賀駅分科会

市民交通ゾーンの整理
敦賀市、指定管理者
交通事業者

指定管理者とともに利用状況
の把握・分析を行い、警備員
の増員、利用者へのチラシ配
布、看板の内容変更に関する
協議、企業送迎バスへの協力
依頼等を実施

 案内強化
 学校・企業バスの市民交通ゾーン外への誘

導
 一般車両の長時間駐車への声掛け、チラシ

配布 など

立体駐車場・東口駐車場
・白銀駐車場の包括管理

敦賀市、指定管理者
包括管理に向けて指定管理者
と協議・検討中

 指定管理者公募に向け管理体制の検討
 公募、指定管理者選定委員会の開催、候補

者の決定
 議会の議決
 民間と市との協定締結 など

駅前北側エリアのアンケート
調査

敦賀市
まちづくり会社

 アンケート調査内容の検討
 アンケート調査実施
 活用方法の検討、具体化

鉄道・運輸機構跡地の駐車場
整備

敦賀市
駐車場運営事業者公募の向け
た手続き内容を検討

 機構との調整
 駐車場の整備
 運営事業者の公募
 駐車場貸付け、供用開始

otta、ホテル、商店街連携
イベントの開催

otta、ホテル
商店街

 関係者間の調整
 連携イベントの企画・開催

敦賀駅を起点とした嶺南観光
ルート案内の強化

敦賀市
まちづくり会社

JR金沢支社、敦賀駅と協議の
上、駅コンコース内に広域観
光案内所を暫定設置（8/17
～）

 記事・SNS・インフルエンサーを活用した
観光情報発信

 訪日旅行と取り扱う旅行会社への営業活動
 京都・石川への経路を想定したルート開発

北陸新幹線開業効果の最大化・持続化に向けたアクションプログラム 事業（案） 資料２－４



事業内容 実施主体
現在の取組状況 実施期間

令和6年度 令和7年度～令和11年度

敦賀駅分科会

主要駐車場の情報発信 敦賀市、観光協会

市営駐車場の案内マップの作
製
市ホームページの更新
駅周辺施設からの駐車場情報
の発信、利用者へのマップ配
布

 情報発信
 随時市ホームページの更新

シェアサイクル、バス路線の
最適化

敦賀市 利用状況の収集・分析中
 サイクルポートおよびバス路線の最適化の

検討
 サイクルポートおよびバス路線の最適化

ホテル宿泊者等への商店街
まち巡りクーポンの配布

商工会議所、商店街
まちづくり会社

 つるがおもてなしパスポート等のホテル
設置、改訂

空き店舗を活用したホテル
宿泊者ラウンジの整備

敦賀市
まちづくり会社
ホテル、商店街

 先進地視察研修
 ホテル宿泊者へのアンケート調査
 物件調査、関係者調整等
 ラウンジの整備

北陸新幹線開業効果の最大化・持続化に向けたアクションプログラム 事業（案） 資料２－４



事業内容 実施主体
現在の取組状況 実施期間

令和6年度 令和7年度～令和11年度

氣比の杜分科会

複合施設の整備 敦賀市

 整備内容の検討・コンサルティング・方針
決定

 基本構想等の策定
 関係者との調整
 設計・施設整備

公園的な整備
参道の復活 など

敦賀市

 整備内容の検討・コンサルティング・方針
決定

 基本構想等の策定
 関係者との調整
 設計・施設整備

武道館の移転
跡地の駐車場整備

敦賀市

 整備内容の検討・コンサルティング・方針
決定

 基本構想等の策定
 関係者との調整
 武道館の移転・氣比神宮参拝者などの駐車

場の整備

【商業エリア・氣比の杜分科会共通】

商店街を回遊する仕掛け
まちづくり会社
商店街

神楽商店街にて「神楽木札巡
り」を実施

 施策の検討・実施（木札巡りPRの強化な
ど）

氣比神宮や神楽商店街への
アクセス向上

敦賀市
まちづくり会社

駅と氣比神宮、市内観光地を
回るぐるっと敦賀周遊バスを
運行

 施策の検討・実施（案内看板の設置、駅で
の観光パンフレットの配布など）

北陸新幹線開業効果の最大化・持続化に向けたアクションプログラム 事業（案） 資料２－４



事業内容 実施主体
現在の取組状況 実施期間

令和6年度 令和7年度～令和11年度

交流拡大分科会

クルーズ船寄港時の実証実験
・アンケート実施

敦賀市、福井県

7月ダイヤモンドプリンセス
寄港時に下船客およびキッチ
ンカー事業者にアンケート実
施。

 インバウンド受入れの課題抽出のためにク
ルーズ船寄港時に実証実験・アンケートの
実施

 アンケート結果を踏まえた施策の検討・実
施

観光、飲食、交通情報の一元化
・発信

敦賀市
まちづくり会社

 情報収集・編集
 観光、飲食、交通情報を一元化した外国人

向け街歩きマップの制作等

受入環境の整備 敦賀市、福井県
 情報収集・編集
 免税店の普及・の見える化
 案内表示看板等の多言語化の検討・整備

観光資源の磨き上げ
敦賀市
まちづくり会社

 敦賀独自の魅力の掘り起こし・検討
 敦賀でしかできない体験メニューの開発等
 花火大会や祭り等への外国人の体験・イベ

ント参加

学生との連携による
インバウンド誘客プラン
の具体化

敦賀市、福井県
滋慶学園

滋慶学園各校の学生を対象に
「インバウンド誘客」をテー
マにまちづくりプランコンテ
スト開催。
5月にオリエンテーション、
実施調査を実施。
年内に最終審査、表彰予定。

 インバウンド誘客プランの具体化・実施

プロモーションの充実
敦賀市
まちづくり会社

 記事・SNS・インフルエンサーを活用した
観光情報発信

 訪日旅行と取り扱う旅行会社への営業活動
 京都・石川への経路を想定したルート開発

北陸新幹線開業効果の最大化・持続化に向けたアクションプログラム 事業（案） 資料２－４



事業内容 実施主体
現在の取組状況 実施期間

令和6年度 令和7年度～令和11年度

金ヶ崎エリア

賑わい施設、鉄道公園等の整備
民間、敦賀市
福井県

デザイン計画を基に整備に向
けた三者協議実施
【民】賑わい施設の基本計画
策定中。その後基本設計に着
手予定
【市】公園等の基本計画に着
手

 賑わい施設および公園等の実施設計・整
備・供用開始

JR貨物用地の取得 敦賀市
JR貨物㈱と協議中
年度内契約予定

新まちづくり会社の設立

人員の強化
敦賀市、福井県
商工会議所

4/1市・県職員各1名派遣、
6/1商工会議所1名派遣
9/1地域おこし協力隊採用

組織体制の強化
港都つるが
敦賀観光協会

6月議会にて新会社設立準備
に係る補正予算要求
関係者会議の開催、法手続き
の整理
年度内の新会社に向け調整中

北陸新幹線開業効果の最大化・持続化に向けたアクションプログラム 事業（案） 資料２－４



相町

白銀町

・港都つるが（株）
（ﾃﾅﾝﾄ誘致に向けた物件改修）
・（株）五縁
（新たな観光拠点の整備）

・橋本大輔
（観光拠点の整備に向けた物件改修）
・(同)FUTATABI（物販店の開業）
・La claret（ラ クラルテ）（飲食店の開業）

（株）mogplus（mikocafe）
（飲食店の開業）

（株）ザバッサ
（飲食店の改修）

・BAR S
（くしかつ麻呂）
・ビーコネクト（株）
（TORIBEER）
（飲食店の開業）

【特定エリア外】
・Speranza Fiore
（既存飲食店の改修）
・（株）ウタ
（既存物販店の改修）
・(有)ｶﾙﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｯﾄ
（既存飲食店の改修）

大衆酒場白銀Tiny
（飲食店の開業）

どんと屋
（飲食店の改修）

(有)笑福堂
（物販店の開業）

（株）相木魚問屋
（作業場見学スペースの改修）

・港都つるが（株）
（ﾃﾅﾝﾄ誘致に向けた物件改修）
・（株）Aithra（あいとら）
（クリエイターの拠点整備）

・大幸ハウジング
（ﾃﾅﾝﾄ誘致に向けた物件改修）
・ジブン食堂（古民家ｹﾞｽﾄﾊｳｽ整備）
・アルヒハ（まにまに）（雑貨店の整備）

(有)丸勘
（飲食店の改修）

千束そば
（飲食店の改修）

C＆W夜長
（飲食店の開業）

敦賀昆布（株）
（土産品店の改修）

(有)丸仁
（飲食店の改修）

Yuu.cafe
（飲食店の開業）

官民連携による「敦賀市まちづくりファンド」活用事業
（「敦賀市店舗等魅力向上支援事業」）認定事業位置図

令和6年8月2日時点
【46件採択】
内訳 特定エリア内：39件

特定エリア外： 7件
新規開業21件

赤枠は4・5年度
青枠は6年度

（株）すずや
（飲食店の改修）

天清酒万寿店
（物販店の改修）

鞠花
（飲食店の改修）

寿司一本槍
（飲食店の改修）

（株）日光モーター
（レンタカー店舗の改修）

（株）PANTES365Japan（パンテス敦賀店）
（パン屋の開業）

働き
（飲食店の開業）

・もいせ（飲食店の改修）
・moiseⅡ（飲食店の開業）
・（株)PANTES365Japan
（ベーカリーカフェの開業）
・brimming（ブリミン）
（飲食店の開業）

和伊和伊亭
(飲食店の出店)

お好み焼きすてっぷ
（飲食店の改修）

お食事処 健
（飲食店の改修）

【特定エリア外】
・GIANT STEPS
（パン屋の開業）
・焼肉食道園
（既存飲食店の改修）
・（株）シービー（MCリゾート）
（既存施設の改修）
・（株）畠商店
（かなわアパートメント ステイ）
（ゲストハウスの開業）

（株）相木魚問屋
（物販売場の改修）

資料２－５


